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資本政策の変更に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年５月 12 日開催の取締役会において、下記の通り資本政策の変更を決議いたし

ましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．変更の理由  

当社は、企業価値を拡大し、株主の皆様に対する利益還元を行うことが重要な経営課題である

という認識のもと、利益成長と規律ある資本政策に必要な株主資本水準として ROE13%を基準に

資金配分に取り組んでまいりました。今般、2022 年５月 13 日付で公表しております中期経営計

画における計画期間（2023 年３月期～2025 年３月期）終了時の目標 ROE を 20％以上と定め、よ

り一層の資本効率の改善と収益基盤確立の姿勢を明確化する方針を決議いたしました。 

  

２．資本政策の変更内容 

変更箇所については下線を付しております。 

    変更前 変更後 

当社は、M&A を含む戦略的投資を優先的に

実行し、新事業・新市場の創造を通じて持続

的な利益成長や企業価値向上を実現すること

が、株主の皆様の期待に応えることになると

考えています。 

そのために必要な内部留保を確保した上

で、配当性向 30%程度を基準とした安定的か

つ継続的な配当を行い、ROE（自己資本利益

率）として 13%以上の水準の資本効率性を勘

案しながら、株主還元の充実を図ってまいり

当社は、M&A を含む戦略的投資を優先的に

実行し、新事業・新市場の創造を通じて持続

的な利益成長や企業価値向上を実現すること

が、株主の皆様の期待に応えることになると

考えています。 

そのために必要な内部留保を確保した上

で、配当性向 30%程度を基準とした安定的か

つ継続的な配当を行い、中期経営計画期間

（2023 年３月期～2025 年３月期）終了時の

目標 ROE（自己資本利益率）として 20%以上



ます。 

 なお、長期にわたり留保された余剰資金に

ついては、市場環境や財務の状況を踏まえた

上で、自己株式取得の実施の是非につき株主

還元、M&A の対価、人材獲得、従業員インセ

ンティブ等の観点から機動的に検討し、株主

の皆様に還元していきます。 

の水準の資本効率性を勘案しながら、株主還

元の充実を図ってまいります。 

 なお、長期にわたり留保された余剰資金に

ついては、市場環境や財務の状況を踏まえた

上で、自己株式取得の実施の是非につき株主

還元、M&A の対価、人材獲得、従業員インセ

ンティブ等の観点から機動的に検討し、株主

の皆様に還元していきます。 

 

３．変更時期 

 2024 年３月期より適用いたします。 

 

以 上 


